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No.38不燃化特区事業は２０２０年度で終了します！

平成３０年度の活動をご報告します！

　「タブノキ」はクスノキ科に属する常緑の高
木です。「タブノキ」には延焼火災の抑止や遅
延の効果が期待されています。注目されるきっ
かけとなったのは、昭和51年（1976年）10
月に山形県酒田市で発生した酒田大火でした。
　酒田大火は、建物1700棟以上、まちの中心
部のほとんどを占める約22.5ヘクタールが焼
失する大火事でした。強風による延焼により消
火活動が思うように進まない中、ある旧家では
そこに植えられていた２本のタブノキで、火の
手が止まり延焼は免れたといわれています。
　町屋町会連合会は、この「タブノキ」のもつ
延焼遅滞の効果に着目し、地区を延焼火災から
守るため、植樹に取り組んでいます。身近な公
園やひろばなどに植樹されているかもしれない
「タブノキ」を探してみませんか？

地区内で今年度植樹された「タブノキ」

防災まちづくりルールに対する思い
【協議会員からのコメント】

『町屋二・三・四丁目地区防災まちづくりルール』より

　荒川区では、木造住宅密集地域の一層の改善を図るため、東京都の木密地域

不燃化10年プロジェクトに基づき、大地震等の災害時に特に危険とされる地

区について「不燃化特区（不燃化推進特定整備地区）」

の指定を受け、特区限定の支援事業を２０２０年度
（2021年３月末）まで行っています。

　老朽木造建築物の建替えや、危険老朽建築物の除却

について、助成金等による支援や税金の減免が受けら

れます。

　また、建替えについてお悩みがある方を対象に無料

の相談会（要予約）を開催しておりますので、ぜひご

活用ください。

　詳細は下記【お問合せ先】までご連絡ください。

町屋四丁目
江川防災スポット

第四峡田小学校

　「町屋二・三・四丁目地区防災まちづくり協
議会」では様々な防災まちづくりの取組みを進
めています。
　今年度は、『町屋二・三・四丁目地区防災ま
ちづくりルール』の周知を図るため、前号とと
もに配布をしました。
　また、防災まちづくりに関する知識を深める
ため、まちなかの無電柱化をテーマとした勉強
会を実施しました（勉強会の概要については、
２・３ページをご参照ください）。 平成30年度　第３回協議会の様子

『町屋二・三・四丁目地区防災まちづくりルール』は
ご覧いただけましたか？

　『町屋二・三・四丁目地区防
災まちづくりルール』では、町
屋地区の１０年間の街並みの変
化や、将来の予測などを掲載し
ています。
　地区を災害に強いまちとする
ために、ルールに基づくまちづ
くりを進めていきましょう。

10年間の街並みの変化（燃えにくさの変化）
平成18年　　　　　　平成28年 

  
東日本大震災の当時の記憶が
残っている。
今後、いつ発生するか分から
ない大災害に備えて、ルール
による街づくりとともに常に
気に留めておきたい。

町屋町会連合会の
皆さんで植樹会を
行いました

　＜コラム＞『タブノキ』をご存知ですか？

 
検索、もしくはこちらの
QRコードから荒川区ホー
ムページをご覧下さい。

豊島通りが少しづ
つではあるが、拡
がっており、地区
の街づくりは確実
に進んでいる。ル
ールを活用しなが
らより安全な街を
実現したい。



無電柱化勉強会を開催しました！

当日の様子

　去る12月４日に「第２
回防災まちづくり協議会」
を開催しました。
　当日は、『ＮＰＯ法人電
線のない街づくり支援ネッ
トワーク』の理事兼事務局
長を務められている井上利
一氏を講師にお招きし、ま
ちなかの無電柱化をテーマ
とした勉強会を開催しまし
た。

井上先生は、『日本のまち
を世界に誇れる美しい街に
するために、子供たちに広
く大きな空を残すために、
災害に強い、安全・安心な
街のために』を目指して活
動されています。

写真は、『NPO法人電線の
ない街づくり支援ネットワー
ク』ホームページより

【講師紹介】井上利一氏

＜質疑応答＞
Q：地中化した場合、浸水対策はどうなるの　　　
　　でしょうか？
A：電線類が入っている機材については、パッ
　　キンがあり、防水性は高く、水は入り込
　　まない設計となっています。また、電線
　　自体も防水性があるため、多少水が入っ
　　ても問題なく機能します。
Q：まち全体で無電柱化を進めるには、大規模
　　な計画となってしまうのでしょうか。
A：大規模な計画となります。そのため、工事
　　を実施する路線や距離について、年間の工
　　事量を決め、予算に応じた計画が必要とな
　　ると思います。

町屋で無電柱化したら・・・

○無電柱化の推進に向けて国では『無電柱化の推進に
　関する法律』が定められています。
○法律に基づき、国や都では『無電柱化推進計画』を
　策定し、電柱や電線の撤去実施を目指しています。

○電線・電柱がなくなることによる美しい街並みが形　
　成されます（景観の向上）。
○道路の有効幅が広がり、車いすやベビーカー等の通　
　行がスムーズになります。
○電柱倒壊や電線の切断による道路の分断が無くなり、
　緊急車両の通行や避難所への移動の妨げとなる事態　
　を防ぎます。
○災害時における回線の被害が軽減され、通信回線の　
　信頼性が強化されます。

無電柱化の実現に向けた法整備や取組み

無電柱化のメリット

電線類の地中化が実現す
るとまちの印象も大きく
変わると思う。

 
比較的整備が進んでいると
いわれる２３区内でも道路
の８％程度しか実現してい
ないときいて驚いた。 

実現するには大変な時間が
かかるなと感じた。

無電柱化実現に向けた課題

電柱が倒壊した場合の危険性
を考えると、早急の実現が望
まれる。コストの掛からない
技術革新が望まれる。

 勉強会の概要と参加された
協議会員の声を紹介します


